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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は 放線菌である Streptomycessioyaensisの脂肪酸 および Iipoaminoacidに 関する詳細な研究

を取りまとめたものである｡

著者は本菌株が他の菌株と異なり, 3種類のニンヒドリン陽性の脂質を菌体中に合有することを見出し

た ｡ これらの物質を抽出したところ, 2物質は脂肪酸を含む phosphatidylethanolamineであった｡ この

2物質が薄層クロマ トグラフィーで分離するのは, 一方が hydroxylipoicacidを含有するためであり,

その脂肪酸は, その化学構造の研究の結果α位に OH 基を有する2-hydroxy-13-methyl-tetradecanoic

acidであることが明らかとなった｡

微生物ではβ位に OH 基を有する脂肪酸は見出されていたがα位に OH 基の存在する脂肪酸を指摘し

たのは本研究がはじめてである｡

さらに第3のニンヒドリン陽性物質は lysineを含む新しい脂質でつぎの構造を有していることが明ら

かとなった｡
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本研究と時を同じくして Rhodopseudomonas,Mycobacterium, Thiobacillusなどから Ornithinelipid

が見出されたが 1ysinelipidが見出されたのは St.sioyaensisのみである｡ しかしその後, 本菌にも

lysinelipidのほかに Ornithinelipidが同時に生成することが明らかとなり, 両者の生成条件を調べた

ところ, 培養初期の若い菌体では lysinelipidが多く, 後期の菌体中では ornithinelipidの生成比が増

大することが明らかとなったo lysinelipid と ornithinelipid が 同一菌株から得られたのは 現在では

St.sioyaensisのみであるが, 著者は培養条件の検討によって多くの Ornithinelipid生成菌からも lysine
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lipidが得られるものと推定している｡

さらに著者はこの新しい lysinelipidの生物活性を調べ溶血作用, 血液凝固促進, 抗菌力などの作用

を有することをも明らかにした｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

著者はアミノ酸と脂質の境界値域に新しい物質が存在するのではないか と推定し, ニンヒドリン陽性の

脂質を合有する微生物を検索した｡ その結果 Streptomycessioyaensisが他の菌株と異なり, 3 種類のニ

ンヒドリン陽性の脂質を合有することを認めた｡ このうち2物質はいずれも脂肪酸を含む phosphatidyl

ethanolamineであり, その一つの脂肪酸はa 位に OH基を有する 2-hydroxy-13-methy1-tetradeca-

noicacid であることを明らかにした｡ 一般に微生物は脂肪酸をβ酸化によって分解するのでこれまでα

位に OH 基を有する脂肪酸は見出されていなかったが, 著者は本物質の存在が 微生物にもα酸化系の存

在の可能性を示唆するものであることを指摘した｡ その後微生物のα酸化系の存在が実証された｡

さらに, 第3のニンヒドリン陽性物質は lysineを含む新しい脂質であり, 著者の研究とほとんど同時

に多くの微生物に ornithineを含む脂質が報告されたが lysinelipidはいまだ他の微生物には見出されて

いない｡ さらに興味のあることは, その後著者の菌株にも Ornithinelipidを同定し, しかも培養の時期

によって lysinelipidとornithinelipidの生成比が異なることを見出した｡ このことは前記の ornithine

lipidの見出された多くの微生物にも, 培養の条件を検討すれば, lysinelipidの存在が 証明されること

を示唆するものである｡ さらに著者は Iysinelipidの溶血作用, 血液凝固促進, 抗菌力などの生理的作用

をも明らかにした｡

以上のように本研究によって微生物での脂肪酸および脂肪酸とアミノ酸の境界領域について多くの新し

い知見がえられたことは大きな業績であり, 微生物生理学上貢献するところが大きい｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

-759-




